
指定管理者モニタリング結果及び評価シート

評価期間 ～

施設状況

～

評価項目

１　施設の設置目的の達成に関する取組

評価

２　指定管理者の健全性

評価

外部専門家からの
指摘事項の概要

その他特記事項

現預金残高は十分で、キャッシュフロ－は良好。無借金で良好。前期に引き続き、売上高、利益ともに順調に推移｡
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一部利用料金制（利用料金及び指定管理料）

【評価基準】　5：指定管理者のノウハウや努力等により、要求水準を大きく上回っている場合
　　　　　　　4：要求水準を上回っている場合
　　　　　　　3：要求水準を満たしている場合
　　　　　　　2：要求水準を下回っている場合
　　　　　　　1：要求水準を大きく下回る場合（改善指導が必要）

団体の財務状況や組織体制は安定していて、施設管理を継続的、安定的に行うことができるか

施設概要

指定管理者の
主な業務

施設設置目的
地域福祉の拠点として、高齢者及び障がい者の自立の促進及び健康の増進を図るとともに、市民の相互交流と福祉の向上に資すること
を目的とする。

所管課

施設分類

利用料金制導入

老人福祉センターの事業に関すること、多目的ホール、会議室、交流広場及びこれらの附属設備の利用に関すること、ふじみ野市立大
井総合福祉センター（以下「センター」という。）の施設及び設備の維持管理に関する業務

管理運営の
基本方針

(1) ふじみ野市立総合福祉センターの設置目的である、高齢者及び障がい者の自立の促進及び健康の増進を図るとともに、市民の相互
交流と福祉の向上に寄与できるよう管理運営を行うこと。
(2) 公の施設として、その利用に際して平等かつ公平な管理・運営を行うこととし、特定の団体等に有利あるいは不利になるような取
扱いをしないこと。
(3) 質の高いサービスの提供と効率的な業務の執行により、施設の特性を最大限活用できるよう、創意工夫に基づく効果的な管理運営
を目指すこと。
(4) 地域住民や利用者の意見・要望等を真摯に受け止め、利用者サービスの向上に努め、施設の利用促進を図ること。
(5) 施設・設備の内容を充分に把握したうえで、すべての施設・設備を清潔かつその機能を正常に保持し、施設利用者に快適で安全な
利用を供することができるよう適正な維持管理を行うこと。
(6) 個人情報の保護や各種法令遵守を徹底するほか、危機管理意識に基づく健全かつ安全な業務執行を図ること。
(7) 管理運営費の節減に努めること。

指定回数

施設名称

指定管理者名

指定期間

導入年月日

ふじみ野市立大井総合福祉センター

日本環境クリアー株式会社

令和7年4月1日 令和12年3月31日

令和７年度

令和7年4月1日 令和8年3月31日

高齢福祉課

【開設】平成14年7月【敷地面積】3,435.55㎡【延床面積】3,934.12㎡【主な施設】老人福祉センター、大井デイケアセンター、障が
い者総合相談支援センター、高齢者あんしん相談センターつるがまい、市民大学ふじみ野、多目的ホール、会議室、交流広場、ふじみ
んぴんしゃんホール

4回平成24年4月1日

保健・福祉施設

施設の設置目的や市が示した基本方針、また、自ら提案した内容に沿った管理運営であったか

区分 具体的な取組の状況・実績

高齢者及び障
がい者の自立
の促進及び健
康の増進

〇介護予防事業として転倒予防、腰膝痛予防、認知症予防教室及び脳トレ、数独、ぬりえ、おりがみ、モルック、TVゲームの
各講座を開催した。また、新たに運動の講座（ミゼンフィットネス）をレギュラー講座として開設した。
〇ふじみんぴんしゃん体操（昼ぴん）を毎日実施した。
〇毎月第1・3水曜日にふじみんお口ぴんしゃん体操を実施した。
〇自主事業としてシニア体操、絵手紙、フラダンス等の講座を開催した。
〇機能回復訓練室に利用者向け運動器具を導入しており、市の「元気・健康都市宣言」の実現に向け積極的に利用推進をして
いる。
〇障がい者団体支援として市内の作業所と連携し物品販売を行ってもらっている。

市民の相互交
流と福祉の向
上

〇公共施設の適切な管理と貸出業務により市民活動を促進した。
〇介護予防事業や自主事業において、参加者同士の相互交流に寄与した。
〇高齢福祉課、高齢者あんしん相談センター等と連携し、利用者の緊急時の対応や情報共有を図っている。
〇いきいきクラブ連合会と連携を図っている。

管理運営状況

市の介護予防・健康増進のための重要な拠点として、柔軟で創意工夫を取り入れた新たな事業を展開した。また、専門性が高
く適正な維持管理を実施し、平等な施設利用及びサービスの提供を行って、利用者の満足度を高めた。
コロナ禍収束以後も、引き続き高齢者施設として消毒の継続やスタッフのマスク着用などの衛生・感染予防対策を行い、利用
者が安心して訪れることができる、安全に配慮した施設環境を作った。
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３　施設の有効活用

対前年比 年度目標達成率 評価

単位 単位

230 件 件 97.5% 102.2%

450 件 件 95.7% 99.6%

420 件 件 95.9% 99.8%

42,000 人 人 108.0% 105.8%

区分

追加
事業

未実
施

事業

自主
事業

４　利用者評価

評価

(1) 利用者要望把握方法

なし

なし
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(2) 調査、会議等の内容

事
業
実
施
内
容

利用サービス
向上の取組

・設置目的に基づいた「楽しむ」「交流する」「学ぶ」ができ
る趣味の教室や運動系教室、講座、イベント等の自主事業を開
催
・ふじみ野市生涯学習ボランティア講師による講演会や教室
・機能回復訓練室を有効利用し気軽に運動や測定ができるス
ペースの充実
・卓球スペースの設置や無料図書コーナーの充実
・気軽に参加できる無料プログラムやイベント

・自主事業としてシニア体操、絵手紙、フラダンス教室を開
催した。
・貸室用備品としてプロジェクター、機能回復訓練室に身長
計、運動器具等を設置。

施設利用状況

利用区分等 予定（計画・目標）

235

448

利用実績

多目的ホール

会議室・録音室

ふじみんぴんしゃんホール

老人福祉センター 44,436

《対応措置》

・卓球は最大4人しか使えないので、できるだけ多くの人に利用してもらうために時間交代制にしている
・現在貼っている使用説明書のほかに、器具の運動効果などを表示するようにしたい
・人員の関係もあり増やすのは難しいが、開催方法など工夫して要望に応えていたい

追加事業、未実施事業及びその理由

（特記事項）

4(1) 良好とする評価

・接遇については78%の方にとても良い、良いとの評価をいただき、普通の評価も含めると99%、悪いとの評価はなかった。
・講座については月に２回以上参加されている方が多く、心身の健康に寄与していると回答いただいた。また、講座をきっか
けに友人が増えたとの回答も多くいただいた。
・回答者の声として「どの講座も親切に教えてくれる」「受付の感じが良い」など

(2) 苦情・改善等の要望事項

・卓球を自由に使いたい
・運動器具の説明が欲しい
・講座の回数を増やしてほしい

区分

利用者の
要望把握

利用者からの
評価・要望・
苦情等

内容

協定内容・指定管理者提案

予定（計画・目標）については令和６年実績から算出している。昼ぴん体操の参加者は平均39.9名で、悪天候日などを除けば
常時40人を超えている。老人福祉センターの利用者については、コロナ禍収束後の外出需要や運動意識の高まりから大幅な利
用者増につながっていると思われる。

①スタッフの接遇：とても良い 43人、良い 30人、普通 19人
②月講座参加回数：5回以上 8人、3～4回 23人、2回 25人、1回 22人
③講座に参加してよかったこと：心の健康 43人、体の健康 33人、知識が身につく 16人、趣味づくり8人、友人が増えた 39
人
④講座に望む事：楽しく過ごしたい 63人、体を動かしたい 49人、知識を増やしたい 24人、友だちを増やしたい 21人

市指定
事業

（１）運営に関する業務
①　総合福祉センターの利用許可業務
②　おおい老人福祉センターの運営に関する業務
③　施設の管理及び運営に関する業務
④　施設の事業の計画及び実施に関すること
⑤　介護予防に関する業務
（２）施設及び設備の維持管理に関する業務（施設全体）
①　塵芥収集運搬業務
②　建物総合管理業務
③　機械警備業務
④　日常清掃業務
⑤　機械室運転管理業務
⑥　浴場衛生管理業務
⑦　ヘルストロン保守点検業務

419

・施設利用面：介護予防事業、自主事業を実施し利用の促進を図った。
・設備面：設備の長寿命化を提案して細やかなメンテナンス実施し、経年劣化による設備不具合にも迅速に対処した。
・利便性：利用者の利便性を向上させるため施設・設備環境の拡充やホームページ・SNSの充実を行った。
　入口に案内サイネージを設置、各階トイレにペーパータオルを設置、給水機用紙コップの配置などで利用者の安全性・利便
性を高めた。これらの利用サービス向上の取組により顧客満足度を向上させることができた。

(3) 調査、会議等の結果

アンケート調査の実施

【実施時期】令和8年2月16日～3月17日
【調査方法】施設利用者へ受付で依頼
【調査項目】①スタッフの接遇②１か月の講座参加数③講座に参加してよかったこと④講座に望むこと
【調査結果】センター掲示板に開示



５　事業収支 （単位：円）

令和７年度 ） 評価

金額 項目 金額 項目 金額 項目 金額

56,000 利用料金 111,500 施設使用料 施設使用料

0 事業収入 0 行政財産使用料 行政財産使用料

70,466,000 指定管理料 70,466,000 国庫支出金 国庫支出金

2,997,000 雑入 3,347,338 県支出金 県支出金

0
自主事業か
らの充当

0 その他 その他

雑入（負担金
過請求分）※

972,711

73,519,000 計 74,897,549 計 0 計 0

26,726,000 人件費 25,731,643 修繕料 0 修繕料 1,968,450

1,031,000 消耗品費 1,333,998 保険料 58,067 保険料 55,139

9,363,008 光熱費 11,787,560 指定管理料 70,466,000 指定管理料 67,794,000

2,952,992 水道料金 3,717,670 業務委託料 業務委託料

20,625,000 委託料 20,433,393
土地・建物
賃借料

土地・建物
賃借料

423,000 賃借料 487,017 その他 1,666,500 その他

464,000 通信費 523,131

590,000 保険料 595,518

957,000 修繕費 747,761

2,837,000
事業費（市
指定事業）

2,749,538

2,969,000 公租公課 2,600,152

4,581,000
一般管理費
（本社経費等） 4,580,290

次年度繰越分
（負担金精算
分）※

972,711

73,519,000 計 76,260,382 計 72,190,567 計 69,817,589

収支 0 △ 1,362,833 差引 △ 72,190,567 △ 69,817,589

市へ
の納
付金

0 支出 0

収支

426,000 収入 426,000

426,000 支出 357,000

0 自主事業収支 69,000

人件費比率【人件費／指定管理者事業支出】 33.7%

収入

支出

市の収支

自主事業収支

分析

②市への
納付金

※納付金があ
る施設のみ

③最終収支
（①－②）

●自主事業
収支

一般管理費が、計画額と実績額で異なる理由 おおむね計画とおりと評価している。

歳入

歳出

指定管理者収支（

支出 保険料

賃借料

光熱費
①指定管理

業務事業収支

公租公課

収入
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年度計画額 収支実績額 令和７年度決算 令和６年度決算（前年度）

水道料金

委託料

雑入

人件費

項目

利用料金

計

事業収入

指定管理料

修繕費

事業費（市
指定事業）

通信費

△ 1,362,833

一般管理費
（本社経費等）

事業収支における経営分析

貸室利用料金が想定の2倍近い収入となったことは、積極的な貸室運営のア
ピールが徐々に浸透した結果と分析する。一方で全体の水光熱費負担が320
万円近い増となっている。また、負担金按分率設定の誤りがあり、97万円強
を大井デイケアセンターへ返金する（令和8年5月末精算予定）。人件費は指
定管理者母体の方策から期の途中で大きく変動することが予想されたが影響
は一定以内に収まった。市指定事業の内、物品・備品等の充足に課題が残
る。その他はおおむね、計画どおりの予算執行であったと分析する。

自主
事業
収支

自主事業か
らの充当

計

消耗品費

支出

0



６　管理運営全般

適否欄 評価

配置実績

７　危機管理体制

適否欄 評価

適

※すべて「適」で「３」。１箇所でも「否」の場合は「１」。「４」・「５」・「否」とする場合は、必ず特記事項
欄に理由を記載すること。

適

1 市への報告、連絡、相談又は協議が適切に行われたか

特記事項
経理については、負担金の按分設定率のミスがあるため懸念される部分があるが、ミスに対して相手方と調整しスムーズに対
応されたことまでを踏まえて、「適」と判断する。

特記事項

指定管理者は、個人情報保護対策として、一般的なルールに加え、より厳しい独自の基準やガイドラインを全従業員向けに毎
年研修を行っている。また、安全対策は指定管理者内の安全衛生監督組織やグループ会社監査委員による安全パトロールが実
施されているほか、要改善箇所の是正はもとより、全従業員向けの掲示に始まり、リスクアセスメント、独自の安全基準を満
たしているかを自己評価し、より良い改善へとつなげるためのセルフアセスメントを実施することで、利用者、従業員、施設
に係る全ての人が危機管理上のリスクに曝されることを最小限に留める活動を行っている。
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区分 確認内容

安全対策

1 特定の団体や個人に偏らない、公平・公正な、透明性の高い運営がなされたか

2 利用許可、減免等の事務手続きが適切に行われたか

施設・備品の
維持管理

適

3

1 施設の管理運営に係る収支の内容や、指定管理料、利用料金等の取扱いは適切に行われたか

2 収支内容等を記載した帳簿を整備しているか

1 必要とされている保守、点検、清掃、保安、警備等、必要な維持管理業務が確実に行われたか

2 備品は台帳、目録等を整備の上、管理が適正に行われたか

市との連携

※すべて「適」で「３」。「４」・「５」・「否」とする場合は、必ず特記事項欄に理由を記載すること。

適

適

適その他

1 日常的、定期的に業務の点検、監視が行われたか

2 事業計画・報告書、予算書・決算書や、施設の利用状況などの定期報告、点検・検査結果報告などが適切な
時期に提出されたか

適

2 危機管理マニュアルの内容が職員に周知されているか

3 常に、日常の事故防止などに注意を払っているか

個人情報保護

区分

職員配置

1 施設管理運営に必要な人員が適正で有効に配置されているか

2 専門性を備えた職員、有資格者が必要に応じて配置されているか

1 危機管理マニュアルが整備されているか

適

緊急時対応、
体制

1 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか

適

2 必要な保険に加入するなど、利用者などからの損害賠償請求への対応措置が講じられているか

平等利用

経理

4 職員の資質・能力向上を図り、施設を適切に運営するための取組みや研修がなされたか

センター長（兼防火管理者）1人、副センター長1人、用務スタッフ3人、看護師2人、受付ス
タッフ3人、日常清掃員2人、老人福祉センター（シルバー人材センター）管理運営4人、浴室
清掃5人、フロアー担当4人、日常清掃3人

確認内容

2 市からの指示等に対し適切な対応が図られたか

1 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切であったか

防犯、防災
対策

1 防犯、防火などの対策、体制が適切であったか

適

2 防災訓練など、必要な訓練が実施されたか

3 労働関係法令を遵守し、職員の適正な労働条件を確保しているか



総合評価

【総合評価】Ａ:とても優れている／Ｂ:優れている／Ｃ:適正である／Ｄ:努力が必要である／Ｅ:改善が必要である

評価

4

3

4

4

3

3

4

市の施策やセンターの設置目的を十分理解した管理運営を基本方針とし、特に高齢者の介護予防、フレイル予防、健康への意識などのニーズの高ま
りに対して、センターの役割は欠かせないものだと認識している。
毎日の昼ぴん体操参加者は前年比109.8％と確実に増えている。「ふじみんぴんしゃんホール」の認知度を更に高め、介護予防の拠点として幅広く利
用してもらえる施設運営を目指し、今後も一層努力していく。具体的には、センターの教室や講座などの事業への参加を促すことが最も重要であ
り、「センターだより」「ホームページ」「X（旧ツイッター）」、市広報誌や社会福祉協議会高齢者情報誌「福寿草」などを活用して広くアピール
していきたい。また、コロナ禍収束後に顕著となった高齢者の外出需要や運動意識のニーズを受け、今まで以上にセンターに対する利用者の期待は
大きくなると予想される。その期待に応えられるよう、公共施設の管理代行者である指定管理者として、適正な維持管理、公平平等かつ弾力性・柔
軟性のある施設運営、介護予防や閉じこもり防止のための様々な事業やサービスの提供を実施し、その使命を全うしていく。また、従来からのお風
呂の利用や健康増進、コミュニティ醸成、相互交流、地域支援といった複合施設としての役割も並行して推し進めていく。

センターは平成14年10月オープンから23年を経過した。経年劣化による老朽化は避けて通れないが機械設備及び躯体等の長寿命化を目指し、保守点
検をこまめに行うことでランニングコストを抑えた維持管理に努めていく。現在は交換部品の納期が不安定になってきており、修繕工事が必要な時
には工事業者との正確かつ適切な情報共有が重要となってくる。

高齢者の活躍支援と地域福祉の拠点として、特に介護予防事業に力を入れ、新たな受託年度となる令和7年度の事業基盤を固めた。高齢者の介護及び
フレイル予防や健康意識のニーズ変化にも柔軟に対応し、令和7年度は介護予防事業や自主事業の充実、利用者の利便性向上を目標に取り組んだ。転
倒、腰膝痛、認知症予防教室や脳トレ、数独、ぬりえ、おりがみ、モルック、TVゲームの各講座を開催し、運動系講座のミゼンフィットネスを新設
した。シニア体操、絵手紙、フラダンスなどの自主事業も継続して実施した。
令和6年度に引き続きInbody測定会を9月と3月に開催し、多くの人に参加いただいた。自身の健康状態に対する意識を高めることでセンター事業への
参加につなげたい。また、敬老感謝祭には令和6年度以上の326人の来場者があり「毎年やって欲しい」との声もいただいた。今後も衛生面等に留意
しつつ一定の規模で継続し、恒例行事として定着させていきたい。
利用者の利便性向上としてはホームページから貸会議室の空き状況を確認できるようにしている。「センターだより」も引き続き見やすく親しみの
ある紙面作りを心掛けて、センターの紹介、事業の募集、月間スケジュールなどの一覧性を高めた。時代の流れを取り込む意味合いもあり、X(旧ツ
イッター）への投稿も行いニュースやトピックスでいち早く告知や報告を行っているほか、館内の利用案内をデジタルサイネージ化して利用者の利
便向上に努めている。

職員の役割を明確にし業務の効率化を図ることでイレギュラーな状況でもこなしていくことができた。また、定期的なミーティングなどを通じて社
内研修を強化してきたことや、欠員時には各職員がマルチジョブ対応にて役割をカバーして行く柔軟な体制を作ってきたことも業務の効率化につな
がった。施設維持管理面では、ＰＤＣＡマネジメントサイクルを用いて専門性の高い技術を生かしながら効率化を図り維持管理を行ってきたことで
安全で快適な施設環境を管理できた。

高齢福祉課と連携を取り利用者の安全対策に万全を期した。衛生面から消毒や職員のマスク着用は継続しており、全ての利用者が安心して利用でき
る安全な施設環境を作ることができた。センターの重要な部分である「みまもり・きづきサポート」を大事にして情報収集を行ったり独居の方々へ
の電話による直接の声掛けを行った。場合によっては高齢福祉課・社会福祉協議会・高齢者あんしん相談センターとの情報提供に繋げた。職員全員
が「心のこもったサービス」の意識を持って日々利用者と接し、全ての利用者に対して平等・公正な利用機会を確保し更なるサービス向上に努めて
いく。

・市指定事業、自主事業とも十分
に行っており、介護予防事業につ
いても積極的に取り組んでいる。
・利用者による運動に伴う事故が
相次いで発生したが、適切な対応
を行った。

・利用者からの要望実現に最大限取り組む。
・センター未利用者への情報発信を充実をさせ、
新規利用者の獲得に努める。
・供用開始から23年が経過し、施設の老朽化に伴
う不具合が散発していることから、巡視・点検を
強化し、重大事故の未然防止に万全を期す。

(1) 評価期間の取組に対する評価
①サービス向上に向けての取組

②業務の効率化に対する取組

指定管理者自己評価

評価項目

B

総
合
評
価

総合評価

管理運営全般

危機管理体制

施設の設置目
的の達成

指定管理者の
健全性

施設の有効活
用

利用者評価

事業収支

③その他

(2) 管理業務実施上の課題

保健・福祉施設

取組・改善案
等

前年度からの課題・改善事項 実施状況 次年度へ向けての目標・取組・改善事項

・介護予防事業「ミゼンフィットネス」を定期
的に開催
・ふじみんぴんしゃん体操（昼ぴん）ほぼ常時
40％超え
・卓球スペースの設置
・情報発信の充実
・貸室利用料収入の増加

ミゼンフィットネスという新たな運動講座を定期的に実施し、介護予防事業の充実が図られている。ふじみんぴんしゃん体操（昼ぴ
ん）は以前から行っている事業とはいえ、毎日欠かさず実施しているということは結構大変なことであり感心する。この効果もあって
か、参加者は、ほぼ常時40人を超えているということでその人気の高さがうかがえ、介護予防にとても貢献している。利用者評価につ
いては、悪いと評価した人はなく、日頃から利用者に対しての接遇が良好だといえる。これからも、引き続き良好な状態を保っていた
だきたい。

(3) 次年度以降の取組

評価理由

0

1

2

3

4

5
施設の設置目的の達成

指定管理者の健全性

施設の有効活用

利用者評価事業収支

管理運営全般

危機管理体制


